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放
射
線
は
、
色
も
な
く
、
に
お
い
も
な

い
た
め
、
五
感
で
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
常
に

放
射
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
理
解

し
た
上
で
、
平
常
時
は
ど
の
程
度
の
放
射

線
量
率
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
万
が
一
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
あ
っ
た
際
、
正
し
く
状
況
を
判
断

し
て
行
動
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
と

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
平
成
24
年
６
月

か
ら
４
庁
舎
で
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
市

内
の
各
中
学
校
と
伊
吹
地
域
の
甲
津
原
、

藤
川
、
大
久
保
地
先
で
環
境
放
射
線
量
率

を
毎
週
水
曜
日
に
測
定
し
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

左
上
の
図
が
、
昨
年
１
年
間
の
１
時
間

あ
た
り
の
測
定
結
果
の
平
均
値
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
、
数
値
に
高
低
が
あ
る

た
め
「
私
の
地
域
は
な
ぜ
高
い
の
？
」
と
、

と
不
安
に
な
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
同
じ
市
内
で
あ
っ
て
も
測
定

値
は
地
質
（
大
地
に
含
ま
れ
て
い
る
鉱
物

の
種
類
）
や
高
度
等
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
し
、
同
じ
場
所
で
も
測
定
す
る
機
器
に

よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、「
シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）」
と
い
う

単
位
は
、
人
間
の
身
体
が
放
射
線
に
よ
っ

て
ど
れ
だ
け
影
響
を
受
け
る
か
を
表
す
も

の
で
す
。
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト(

μ

Sv)

は
千
分
の
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
mSv
）

で
、
と
て
も
小
さ
な
単
位
で
す
。

放射線量率の測定器には個性があります
使用する測定機器により、放射線の検出方法や検出で

きる放射線の種類、放射線量の大きさなどが異なるため、
同じ場所で測定しても数値が変わる場合があります。

数
値
の
見
か
た
を
知
っ
て
お
く
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
身
の
回
り
の
放
射
線
に
は

「
自
然
放
射
線
」
と
「
人
工
放
射
線
」
の

２
種
類
が
あ
る
こ
と
を
整
理
し
て
理
解
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

自
然
放
射
線

こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
市
の
測
定

値
は
「
自
然
放
射
線
」
の
一
部
で
、
自
然

放
射
線
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

▼
大
地
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

岩
石
に
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
ウ
ラ
ン

や
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性
物
資
か

ら
出
る
放
射
線
で
す
。
大
地
か
ら
受

け
る
日
本
の
平
均
放
射
線
量
は
年
間

約
0.4
mSv
で
す
。

▼
宇
宙
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

宇
宙
か
ら
地
球
に
飛
ん
で
く
る
放
射

線
。
地
上
で
受
け
る
日
本
の
平
均
放
射

線
量
は
年
間
約
0.3
mSv
で
す
。

▼
空
気
中
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

大
地
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
含
ま
れ
る

ラ
ジ
ウ
ム
が
、
放
射
性
物
質
ラ
ド
ン

に
変
化
し
て
空
気
中
に
放
出
さ
れ
ま

す
。
呼
吸
に
よ
っ
て
体
内
に
取
り
込

ま
れ
る
日
本
の
平
均
放
射
線
量
は
、

年
間
約
0.6
mSv
で
す
。

▼
食
物
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

ほ
と
ん
ど
の
食
物
に
は
放
射
線
を
出
す

カ
リ
ウ
ム
40
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
摂

取
し
た
食
物
か
ら
受
け
る
平
均
放
射
線

量
は
、
年
間
約
0.2
mSv
で
す
。

身
の
回
り
に
は
２
種
類
の
放
射
線

「
自
然
放
射
線
」
と
「
人
工
放
射
線
」

身
近
な
環
境
放
射
線
量
率
を

ご
存
じ
で
す
か
？

な
ぜ
同
じ
市
内
で

放
射
線
量
率
が
違
う
の
か

米原庁舎
0.100

米原中学校
0.064

近江庁舎
0.081

双葉中学校
0.066

河南中学校
0.061

柏原中学校
0.055

大東中学校
0.073

藤川地先
0.056

大久保地先
0.104

伊吹山中学校
0.104

甲津原地先
0.039

伊吹庁舎
0.127

山東庁舎
0.126

東草野中学校
0.088

使用測定機器

RDS-30

ミリオンテクノロジーズ社製

ガンマ線およびエックス線

エネルギー補償型GM管

0.01マイクロシーベルトから

100,000マイクロシーベルト

市役所各庁舎

低線量測定は苦手ですが、事故

等による高線量測定は得意です。

項目

検出放射線

検出器

測定範囲

※毎時

使用場所

特　徴

PDR-111

日立アロカメディカル㈱製

ガンマ線およびエックス線

CsI（TI）シンチレーション

0.001マイクロシーベルトから

19.99マイクロシーベルト

市立中学校および伊吹地域

高線量測定は苦手ですが、自然

放射線など低線量測定は得意です。

図１時間あたりの環境放射線量率
平成25年１年間の平均値
地上１メートルの場合
単位：マイクロシーベルト／時



データ放送で
測定値を
見ることが
できます。

滋賀県が県内6か所に設置してい
る固定型モニタリングポストの測定
値をデータ放送で確認することがで
きます。

放送局
ＢＢＣびわ湖放送
チャンネルをびわ湖放送に合わせて
「ｄボタン」を押し、「放射線のモニ
タリング」のバナーを選択してくだ
さい。

情報内容
・測定局ごとの測定値、四半期ごと
の測定平均値、感雨データ
※測定値および感雨データは、10
分おきに自動更新されます。

・福井県若狭地域にある原子力発電所
の位置、県内6か所の測定局の位置
・放射線についての簡単な解説文

市公式ウェブサイトでは、市内14
箇所の測定結果を掲載しているほか、
関係機関のモニタリング情報に関する
リンクを表示しています。合わせてご
覧ください。

お問い合わせ

市民部 防災危機管理課(近江庁舎)

152－6630 552－6930
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人
工
放
射
線

人
工
放
射
線
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
医
療
用
放
射
線
・
・
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
診

断
や
治
療
な
ど
、
医
療
現
場
で
使
わ
れ
る

放
射
線
で
す
。

▼
放
射
性
降
下
物
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

大
圏
内
の
核
実
験
や
原
子
力
施
設
事
故
に

よ
り
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、
雨
や
チ
リ
と

一
緒
に
地
表
や
海
に
降
り
注
い
で
く
る
放

射
性
物
質
の
こ
と
で
す
。

▼
原
子
力
施
設
か
ら
の
放
射
線
・
・
・

原
子
力
発
電
所
な
ど
の
原
子
力
施
設
か
ら

も
年
間
0.001
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
自
然

放
射
線
と
比
べ
少
な
い
量
の
放
射
線
が
出

て
い
ま
す
。

な
お
、「
核
燃
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

周
辺
監
視
区
域
の
境
界
の
基
準
と
し
て
、

１
年
間
の
一
般
公
衆
に
対
す
る
線
量
限
度

を
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め
て
い
ま
す
。

国
で
は
、「
放
射
線
防
護
の
線
量
の
基
準
の

考
え
方
」
で
、
一
般
の
人
に
対
す
る
放
射
線

量
の
指
標
を
次
の
３
つ
の
範
囲
で
設
定
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
般
の
人
が

受
け
る
放
射
線
量
を
な
る

べ
く
低
く
抑
え
よ
う
と
す

る
た
め
の
指
標
で
、
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か

を
示
す
基
準
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
指
標
値
に
は
、
自
然
界
か

ら
受
け
る
自
然
放
射
線
量
や
医
療
行
為
に
よ
っ

て
受
け
る
放
射
線
量
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
内
で
は
、
原
子
力
施
設
の
周
辺
住
民
等
の

健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
に
立
地
県
が
平
常
時

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
原
子
力
施
設
を

原
因
と
す
る
放
射
性
物
質
ま
た
は
放
射
線
に
よ

る
周
辺
住
民
等
の
線
量
が
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
周
辺
住
民
等
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
持
つ
意
味
と

し
て
は
、
２
０
０
７
年
の
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会
で
勧
告
さ
れ
た
事
故
発
生
時
等
の
緊
急
時

に
お
け
る
放
射
線
防
護
の
基
準
値
（
20
〜
100
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
の
下
限
値
で
す
。
国
で
は
こ

の
値
を
考
慮
し
て
、
事
故
発
生
か
ら
１
年
の
期

間
内
に
積
算
線
量
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
達
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
「
計
画
的
避
難
区
域
」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
勧
告
で
は
、
事
故
収
束
後
の
復

旧
期
に
お
け
る
一
般
の
人
の
年
間
積
算
線
量
に

つ
い
て
１
〜
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
値
を

示
し
て
お
り
、
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
そ
の
上

限
と
な
る
数
値
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
100
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
持
つ
意
味

に
つ
い
て
、
100
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線
量

で
、
わ
ず
か
に
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
量
が
100
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
範
囲
で
は
、
放
射
線
が
、

が
ん
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
科
学
的
な
証
拠
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
線
を
理
解
す
る
の
は
、
少
し
難
し

い
こ
と
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
冷
静
に
状
況
判

断
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
環
境
放
射
線
量
率
を
把
握

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

昨
年
か
ら
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活

用
し
た
測
定
値
の
公
表
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

放
射
線
量
に
関
す
る
国
の
基
準
と

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て

①
平常時は
年間１ミリ
シーベルト

②
緊急時は
20～100
ミリシーベル

③
復旧時は
年間１～20
ミリシーベル

放射線量率 


